
























[目的】医師と看護師の協働に対する態度を測定する尺度(The Jefferson Scale of













関係数は、看護坤r-0.45 (p<O.Ol) 、医師r-0.41 (je?<0.01)であり有意な正の相関が
認められた。また、 【思いやりのあるケア】では、看護師r-0.31(j?<0.0l)、医師r-0.30(/?
く0.01)であり有意な正の相関が確認され、先行文献と同様の傾向を示したことから併存
妥当性を有すると判断した。
次に看護師と医師の協働に関する特徴において、看護師では、 3-10年未満のJSAPNC
日本語版総合得点が低く、経験10年以上の方の総合得点が有意に高く、年齢においても
同様の変化が罷められた。また、職位が高いものは総合得点が高く、協働に前向きであ
り、協働に前向きであることが患者への共感的態度に正の影響を及ぼしていた。一方、
医師では、属性との関連は認められなかったが、看護師との協働に前向きであることと
経験年数が患者への共感的態度に正の影響を及ぼしていたこと`が明らかになった。
[考察】本研究において、 JSAPNC日本語版の安定性と内的整合性による信頼性が示さ
れ、既存の外的基準との相関による併存妥当性が確零され、国際比故に有効と考える。
しかし、園子分析において日本独自の構成要素が確罷されたことは、他国との文化や医
療システムの違いによる影響があったと考える。
看護師の経験年数と医師との協働の関係では、 3-10年未満の時期は、医師とのコミi
ニケ-シヨンが増え、キャリア形成からもまだ葛藤の時期にあり、医師と対立の関係に
なりやすいことが推測される。看護師も医師も協働に前向きであることが患者-の共感
的態度に影響することから、医師とのよりよい専門職間の連携を築くことが患者満足に
つながることが示された。
【総括】 JSAPNC日本語版は、安定性と再的整合性による信頼性と併存妥当性が権藤で
き、日本において看塵肺と医師の協働に対する態度を評価する尺度として活用できるこ
とが示された。また、協働に対する特徴では、看護師は、専門職として経験や知識を積
んでいる方が協働に前岡きであり、両者ともに協働に前向きであることが患者への共感
的態度に影響しており、患者満足の向上につながることが示唆された0
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